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概要: 2016 年熊本地震では広範囲に液状化が生じた。被害地域では多数のコマ型基礎が採用されているが、コマ型基礎を採用した構造物では液状化や地震

による被害がほとんど生じなかった。本報では、液状化現象が顕著であった熊本市動植物園区域を対象として、コマ型基礎の液状化被害抑制効果を示す。 

 

 
Figure 1. コマ型基礎 

 

 
Figure 2-1. 液状化地点震度分布(若松他, 2016). 

 
Figure 2. コマ型基礎を使用した箇所(  ). 

 

 
Figure 3. 地層断面図 

 

表１. FL-値の計算結果 

 

 
Photo 1-1. 熊本動植物園での被害 

 

 
Photo 1-2. 熊本動植物園での被害 

 

 
Photo 2-1. ペンギンプール 

 

 
Photo 2-2. ペンギンプールにおける段差。この段差は

コマ型基礎を用いたペンギンプールの小さな沈下と、

液状化による周辺地盤の大きな沈下により生じている。 

 

 

 
Figure 4. ペンギンプールの平面図と 

コマ型ブロックの配置 

 
Photo 3. ティーカップ 

 

 
Figure 5. ティーカップの平面図とコマ型ブロックの 

配置、不同沈下の測定結果。 

⇒ コマ型基礎を用いたことで不同沈下がほとんど生 

じていない 

 

 
Figure 6. 熊本動植物園の平面図 

 
 

 
Photo 4. コマ型基礎を採用した共同住宅 

 

 
Photo 5. 写真４の共同住宅周辺での、コマ型基礎を採

用していない建築物の傾斜(液状化被害) 
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